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精子は種の保存のため、卵との受精を行うことだけ

に特化した細胞である。すなわち、精子に含まれる構

造体は卵に供与する半数体の染色体を持つ核、運動器

の鞭毛、運動エネルギーを供給するためのミトコンド

リア、そして魚類以外の動物に存在する先体である。

卵に向かうための鞭毛運動に必要な大量に消費される

ＡＴＰを生み出すため、精子にはエネルギー基質が必

要となる。一般に細胞が利用できるエネルギー基質は

糖、脂質、およびアミノ酸である。ヒトも含めた哺乳

類精子の場合、精漿に含まれるフルクトースなどの糖

が利用されることが知られている。

一方、海産や淡水産の動物では、放出された精子は

水中で希釈されるため、その遊泳に必要なエネルギー

基質は自らの細胞内に求めなければならない。これま

で、魚類精子の遊泳時のエネルギー代謝はほとんど明

らかにきれていなかった。本研究では、独立行政法人

水産総合研究センター北海道区水産研究所およびハワ

イ大学柳町隆造･博士の協力を得て、春に産卵期を迎え

る魚種３種（ニシン、クロガレイ、マツカワ）の精子

の遊泳時のエネルギー代謝を解析した。

各魚種の精巣から精子を採取し、海水に懸濁し遊泳

きせ、精子遊泳前後のＡＴＰおよびグルコース（グリ

コーゲン）含有量、ビデオ撮影による精子運動性の解

析、そして密閉型酸素電極を用いて精子呼吸活`性の測

定を行った。運動性の解析の結果、ニシン精子は海水

に懸濁しても遊泳を開始せず、ニシン卵を海水中に懸

濁し、その外被物質を溶け込ませた「卵処理海水」で

遊泳を開始した。一方、クロガレイとマツカワ精子は、

海水に懸濁するとすぐに活発な遊泳を開始したが、前

者の精子はほぼ１分以内に運動を止め、後者の精子は

５分以上遊泳を続けていた（図１）。この時、精子の

ATP含有量は、クロガレイ精子では遊泳開始後約５

分で枯渇していたのに対して、マツカワ精子では遊泳
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